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中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社
会
に
お
け
る
決
定
方
式

｜
｜
『
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
』

の
多
数
決
理
論
研
究
へ
の
序
論
と
し
て
｜
｜
｜

森

征

社
会
集
団
の
統
一
的
・
単
一
的
な
意
思
形
成
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
決
定
方
式
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
一
般
的
に
は
多
数
決
か
全
会
一
致
か
と
い
う
形
で
論
議
さ
れ
る
が
、
決
定
方
式
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
う
え
で
は
、
巨
視
的

に
は
「
全
会
一
致
か
ら
多
数
決
へ
」
の
展
開
を
示
す
と
い
わ
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
に
全
会
一
致
か
ら
多
数
決
へ
の
道
を

辿
っ
た
典
型
的
な
例
と
し
て
は
、
ゲ
ル
マ
ン
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
会
が
あ
る
。

古
ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
で
は
、
選
挙
や
決
議
は
、
全
会
一
致
に
よ
っ
て
い
た
。
こ
の
社
会
の
全
会
一
致
は
、
軍
事
的
に
組
織
さ
れ
た
原

し
か
も
あ
る
意
味
で
は
個
人
主
義
的
な
社
会
を
前
提
と
す
る
。
そ
こ
で
は
、
同
格
的
な
個
々
の
構
成
員
は
、
物
理
的
な
力
と

初
的
で
、

し
て
の
肉
体
を
具
え
た
戦
士
と
し
て
現
わ
れ
、
そ
の
全
員
の
協
力
が
な
け
れ
ば
、
戦
争
の
遂
行
が
で
き
な
い
と
同
様
、
社
会
そ
の
も
の

の
存
立
も
危
う
い
。
こ
の
よ
う
な
戦
士
の
共
同
体
に
お
い
て
は
、
団
体
を
、
抽
象
的
に
個
々
人
の
総
計
を
超
え
た
一
個
の
統
一
体
と
し

309 

て
認
識
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
個
々
の
構
成
員
が
全
員
集
ま
っ
て
は
じ
め
て
存
在
す
る
具
体
的
な
実
在
と
考
え
た
た
め
、
全
体
の
統
一



的
意
思
の
形
成
は
、
少
な
く
と
も
外
見
上
は
、
個
す
べ
て
の
意
思
の
合
致
に
よ
っ
て
の
み
、
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
「
全
員
」
を
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表
わ
す
。
E
g
m

・
2
5
F
ロ
E
S

富
山
と
い
う
語
が
、
史
料
上
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
、
以
上
の
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
こ
の
意
味
で
、
ゲ
ル
マ
ン
の
全
会
一
致
は
、
こ
の
社
会
に
固
有
の
、

一
種
の
個
人
主
義
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
社

会
の
全
会
一
致
は
、

し
た
が
っ
て
、
本
質
的
に
大
き
な
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、

た
だ
一
人
の
反
対
が
、
他
の
す
べ
て
の
人

の
同
意
を
無
益
な
も
の
と
し
て
し
ま
う
ほ
ど
に
、
個
人
主
義
が
自
己
を
主
張
す
る
と
き
に
露
呈
す
る
。
こ
の
場
合
、
全
会
一
致
は
、
全

体
の
利
益
よ
り
も
個
人
の
利
益
を
優
越
さ
せ
、
全
体
の
統
一
を
破
壊
し
て
し
ま
う
。
武
装
し
て
集
ま
っ
た
戦
士
の
集
会
と
し
て
の
民
会

で
は
、
王
ま
た
は
首
長
た
ち
が
ま
ず
提
案
を
行
な
う
が
、
そ
れ
に
た
い
し
て
賛
成
者
は
武
器
を
打
ち
鳴
ら
し
、
反
対
者
は
ざ
わ
め
い

て
、
そ
の
い
ず
れ
か
優
勢
な
方
が
他
を
圧
倒
し
、
そ
こ
に
一
つ
の
統
一
的
な
団
体
意
思
が
形
成
さ
れ
て
、
結
果
的
に
は
つ
ね
に
全
会
一

致
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
こ
の
戦
士
の
集
会
で
は
、
決
議
の
対
象
と
な
る
議
案
は
、
こ
の
集
会
自
体
の
中
で
作
り
上
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
く
、
王
ま
た
は
首
長
と
い
っ
た
政
治
的
な
上
級
権
威
に
よ
っ
て
予
め
作
り
上
げ
ら
れ
、
そ
の
手
に
よ
っ
て
、
戦
士
た
ち
に

た
い
し
て
、
強
要
と
は
い
え
な
い
に
し
て
も
、
提
案
さ
れ
た
か
ら
、
戦
士
た
ち
に
は
、

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

つ
ね
に
提
案
に
た
い
す
る
同
意
が
要
求
さ
れ
て

ゲ
ル
マ
ン
の
全
会
一
致
は
個
々
人
の
同
意
に
よ
る
全
会
一
致
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
士
の
集
会

に
お
い
て
は
、
王
ま
た
は
首
長
の
提
案
に
た
い
す
る
反
対
は
、
あ
き
ら
か
に
そ
の
社
会
の
政
治
的
統
一
を
破
壊
す
る
こ
と
で
あ
り
、
反

逆
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
戦
士
の
集
会
に
お
い
て
は
、
形
式
的
な
同
意
を
獲
得
す
べ
く
、
少
数
者
に
た
い
し
て
武
器
に
よ

る
物
理
的
な
暴
力
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
し
だ
い
に
一
定
の
制
裁
を
伴
っ
た
法
的
強
制
へ
と
変
化
し
て
ゆ
く
。
す
な

わ
ち
、
法
は
「
少
数
者
は
多
数
者
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
、
少
数
者
に
た
い
し
て
、
多
数
者
に
同
意
す
べ
き
法
的
義

務
を
課
し
た
の
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
社
会
で
は
、
法
が
少
数
者
は
た
だ
ち
に
存
在
し
な
い
も
の
と
擬
制
し
、
少
数
者
の
多
数
者
に
た
い
す

る
偶
発
的
な
抵
抗
の
危
険
性
を
回
避
し
た
の
に
た
い
し
て
、
ゲ
ル
マ
ン
社
会
で
は
、
法
は
少
数
者
に
た
い
し
て
積
極
的
な
同
意
を
強
制



し
た
の
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
ゲ
ル
マ
ン
的
な
多
数
決
は
、
あ
く
ま
で
全
会
一
致
を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
平
和
的
な
手
段
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
こ
れ
が
克
服
さ
れ
る
の
は

ロ
ー
マ
・
カ
ノ
ン
法
の
法
人
理
論
を
継
受
し
て
後
の
こ
と
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
、

一
三
五

六
年
に
神
聖
ロ
l
マ
皇
帝
カ
l
ル
四
世
の
公
布
し
た
『
金
印
勅
書
』
に
よ
っ
て
、
多
数
決
が
ゲ
ル
マ
ン
社
会
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
っ

Tこ
他
方
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
会
で
も
、
選
挙
や
決
議
は
全
会
一
致
に
よ
っ
て
い
た
。
教
会
の
全
会
一
致
は
神
学
的
法
的
な
社
会
を
前
提

と
れ
一
日
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
会
を
支
配
し
て
い
た
、
選
挙
に
お
け
る
神
の
介
入
と
い
う
思
想
が
、
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
の
共
同

体
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
観
念
的
に
は
キ
リ
ス
ト
の
身
体
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
統
一
の
思
想
と
結
び
つ
く
と
、
こ
こ
に
、

教
会
に
お
け
る
選
挙
は
全
会
一
致
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
と
い
う
思
想
が
、
教
会
内
部
で
自
主
的
に
形
成
さ
れ
た
。
史
料
上
、
教
会
の
全

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

会
一
致
は
、
そ
れ
を
表
わ
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ロ
ロ
P
E
S
惇
g

が
ロ
ロ
ロ5
8

ー

に
、
精
神
的
な
統
一
体
、
す
な
わ
ち
「
神
秘
体
。
。
弓
g
E

ヨ
2
2
5

」
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
会
そ
の
も
の
、
信
徒
全
体
を
表
わ
す
も

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
信
徒
の
集
会
に
お
い
て
は
、
意
見
の
不
一
致
は
信
仰
の
統
一
を
破
壊
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
分
裂
と
異
端

と
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
教
会
に
お
い
て
は
、
全
会
一
致
は
、
熱
望
、
’
象
徴
で
あ
る
ば
か
り
か
、
信
者
の
義
務
、
思
寵
、
秘
跡
で
も

あ
っ
た
。
少
数
の
反
対
者
を
非
難
す
る
語
と
し
て
は
、
「
部
分
」
を
意
味
す
る
音
量
が
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
二
個
の
魂
」
、
そ

れ
ゆ
え
に
「
教
会
の
統
一
回
ロ
詳
器
国
8
r
a
m
s」

「
神
秘
体
」
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
数
の
反
対
者
は
、
教
会
の
堅
固
な
組
織

構
造
を
分
裂
さ
せ
る
が
ゆ
え
に
、
異
端
者
も
同
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
教
会
は
、
全
会
一
致
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
と
、

そ
れ
に
代
え
て
優
秀
決
を
採
用
し
た
。
こ
れ
は
、
音
山
見
が
対
立
し
て
全
会
一
致
が
達
成
で
き
な
い
と
き
、た
だ
ち
に
多
数
者
（
官
話

た
と
え
少
数
者
で
あ
っ
て
も
、
健
全
さ
に
お
い
て
優
る
者
（
宮

a
g

邑
。
『
）
が
優
越
す
る
と
い
う

g
p
ぢ
吋
）
が
優
越
す
る
の
で
は
な
く
、
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方
式
で
あ
り
、
量
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
質
に
よ
っ
て
決
定
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
い
ず
れ
の
側
が
道
徳
的
に
優
れ
て
い
る



の
か
を
最
終
的
に
判
定
す
る
の
は
、
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
に
立
つ
上
位
者
で
あ
り
、
こ
の
上
位
者
は
、

い
か
な
る
場
合
に
も
、
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い
ず
れ
の
側
の
心
の
な
か
に
神
の
息
吹
が
通
っ
て
い
る
か
を
見
分
け
る
わ
け
で
、

し
た
が
っ
て
こ
の
優
秀
決
方
式
を
正
当
化
す
る
も
の

は
、
「
上
級
賢
者
」
の
存
在
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方
式
こ
そ
、
教
会
の
精
神
的
統
一
の
原
理
と
し
て
の
、
全
会
一
致

を
維
持
す
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
教
会
の
最
上
位
者
で
あ
る
教
皇
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
そ
の

選
挙
権
者
で
あ
る
枢
機
卿
の
間
で
対
立
が
生
じ
た
と
き
に
、

い
ず
れ
の
側
が
優
秀
で
あ
る
か
を
判
定
す
る
上
位
者
が
存
在
し
な
い
と
い

う
意
味
で
、
こ
の
優
秀
決
も
ま
っ
た
く
無
力
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
い
た
っ
て
、
教
会
は
多
数
決
方
式
の
採
用
へ
と
踏
み
き
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

一
一
七
九
年
、
教
皇
ア
レ
キ
サ
ン
デ
ル
三
世
の
下
に
お
け
る
第
三
回
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
で
、
教
皇
選
挙
は
枢
機
卿
の
三
分

一
五
四
五
年
か
ら
一
五
六
三
年
に
か
け
て
の
ト
レ
ン
ト
公
会
議
に
お
い
て
は
、
無
記

門
口
）

名
の
秘
密
投
票
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
質
の
問
題
は
解
消
さ
れ
て
、
優
秀
決
方
式
は
克
服
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

の
二
の
多
数
決
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
さ
ら
に
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ゲ
ル
マ
ン
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
会
に
お
け
る
全
会
一
致
は
、
前
者
が
個
人
主
義
の
現
れ
で
あ
り
、
集
団
の

意
思
決
定
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、

L

か
も
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
政
治
的
概
念
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
後
者
は
精
神
的
な
も
の
の

現
れ
で
あ
り
、
神
秘
体
と
し
て
の
結
合
組
織
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、

し
か
も
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
神
学
的
概
念
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
マ

ン
社
会
と
教
会
で
は
、
と
も
に
全
会
一
致
は
義
務
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
が
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
北
方
戦

士
の
間
で
は
、
そ
れ
は
外
部
的
・
物
理
的
手
段
に
よ
っ
て
お
り
、
後
者
の
信
者
の
原
初
的
共
同
体
の
な
か
で
は
、
そ
れ
は
内
部
的
・
精

神
的
手
段
に
よ
っ
て
い
た
。

し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
双
方
と
も
に
、
そ
こ
に
は
中
心
的
権
力
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゲ

ル
マ
ン
社
会
に
は
、
剣
で
武
装
し
、
肉
体
に
作
用
す
る
政
治
的
な
上
級
権
威
が
、
そ
し
て
教
会
に
は
、
破
門
で
武
装
し
、
良
心
に
作
用

す
る
カ
リ
ス
マ
的
な
上
級
権
威
が
存
在
し
て
い
て
、
そ
れ
は
意
見
の
不
一
致
を
容
認
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ル
マ
ン
社
会
と
キ

リ
ス
ト
教
会
の
全
会
一
致
は
、
そ
の
成
り
立
つ
政
治
的
、
法
的
、
文
化
的
基
盤
を
異
に
す
る
が
ゆ
え
に
、
両
者
の
多
数
決
へ
の
移
行



huv 

も
、
そ
の
意
味
合
い
を
異
に
す
る
。
と
は
い
え
、
そ
の
根
底
に
は
、
意
見
の
不
一
致
を
容
認
で
き
な
い
と
い
う
心
理
的
要
因
を
、
両
者

（
お
）

と
も
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
コ
ム
l
ネ
社
会
に
お
い
て
は
、
多
数
決
に
よ
る
決
定
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
仮
に
そ
う
だ
と
し
た
場
合
、
都
市
は
、
こ
の
多
数
決
の
正
当
性
の
根
拠
を
、
心
理
的
、
倫
理
的
に
い
か
な
る
点
に
求
め
よ
う
と
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
そ
の
多
数
決
は
、
ゲ
ル
マ
ン
社
会
や
キ
リ
ス
ト
教
会
の
よ
う
に
、
全
会
一
致
か
ら
多
数
決
へ
と

い
う
、
決
定
方
式
の
展
開
の
な
か
か
ら
誕
生
し
て
き
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
絞
っ
て
検
討
を
加
え

て
み
た
い
。

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

（1
）
意
思
決
定
方
式
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
利
光
三
津
夫
・
森
征
一
・
曽
根
泰
教
『
満
場
一
致
と
多
数
決
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
・
昭
和
五
五
年
）
・
一
七
九
頁

以
下
参
照
．

（2
）
た
と
え
ば
、
町
田
実
秀
『
多
数
決
原
理
の
研
究
i

中
世
の
選
挙
制
度
を
中
心
と
し
て
｜
』
（
有
斐
閣
・
昭
和
三
三
年
）
・
二
五
四
頁
等
、

Q
Z
3

ロ

2
2
S

・
ロg

《
凶gg

各
自
の
巾
ロ8
窓
口

m
o
v乱
立
『
B
Z
－
H
H
F切
2

－z
－
H
∞
∞
∞
一
民
－
C
Z
『
色
目
。
。g

岳
山
口
言
。
品
。
由
民
主
。
ユ
芯
仲
田
耳
目
ロ

N
e回
一
司
－
J
ロ
ロ
。
宵
色
。
同
（
邑
・
）
・
回
国

g
u
可
胆
山
口

F
o
m
m
H
H
阿
佐
件
。3
J

。
M
r
z
・
E
E
・
o
－
ω
H
M
g－u
p
g
u
c
g
四
国f
d
g
E
B
M仲g
－
K
F
H
Y
w
。
江
包
巴
仏O
H
8
5
0
3
0
e

宮
2
8

伊
何
回
ロ
江
丘
S

ロ
冊
目
色
町
山
骨
件
。

n
p
ロ
。
回
目
g
n

〉
ロ
ロ
巴
山
岳
田
宮
『
宮
仏
包
含
吋
日
付
件
。
・
口
－

H
8
∞
－H
V・
M
臼
一
回
向
日
0
2

・
門
問
。
何
回
自
己
・

F
m
w
g
E。ロ
叩
仏
冊
目
立
P
切
。
目
。
宮
H
P
H
C吋
吋
－M
Y
H
U山】v
g
－
ロ
ロ
冊
由
。
。
の
伺

H
H
M
刊H
S
P

出
官
日
ロ
ロ
目
立
。eg
a
E
S
S
E
g

－
－
冊
目
。
白
山
伯
仲

P
H
M
O
『
m
o
g

－r
M
M色
。
4
9
・
H
C
O
O
－
匂
－
h
・

（3
）
以
下
の
叙
述
は
、
と
く
に
、
出
口
自
己
－F
P
E
E
S
0・
a
f
H
6・
m
l
N
H一
E
4
巴
胃
z
a
z
o
包
括
也
。
江
宮
ユo・
p

・0
巴
。
色
白
山
8

・
冨
ロ8
0

・
E
斗G・
B
・
M
M
l
g

に
負
う
。

（4
）
町
田
前
掲
『
多
数
決
原
理
』
・
一
五
頁
以
下
、
同
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
I

』
（
有
信
堂
・
一
九
六
五
年
）
・
一
一
一
一
頁
、
ミ
ツ
タ
イ
ス

H

リ

l

ベ
リ
ッ
ヒ
（
世
良
晃

志
郎
訳
）
『
ド
イ
ツ
法
制
史
概
説
（
改
訂
版
）
』
（
創
文
社
・
昭
和
四
六
年
）
・
四
七
頁
、
利
光
他
前
掲
書
・
四
七
頁
以
下
。

（5
）
の
き
曲
目
ゲ
。
り
－
n
p
・
同y
M
m
ω・

（6
）

E
4
H
E
P－
w
・
M
m
M・

（7
）
H
P
H
玄
門
戸
・
匂
・
M
g
・

（8
）
E
－
－P
E
－
－H
V－
M
也
市
町
・

（9
）

E
J
H
V広
・
・M
M－
N
U
N・
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（
叩
）
E
Z
H
V広
・
・
。
・
ω
ω
。
・

（
孔
）
町
田
前
掲
『
多
数
決
原
理
』
・
一
一
一
一
六
頁
以
下
お
よ
び
二
七
頁
注
（
臼
）
、
七
八
頁
注
（
紛
）
、

（
ロ
）
の
吋
。
由
国
ゲ
。
匂
－

n
p
－
匂
・
ω
N
H
・

（
日
）
何
回
自
己
－F
m
v『
白
的
問
。
毘

w・
0
日f
H
Y
H
A
P
－

二
ハO
頁
注
（
2

）
．
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中
世
イ
タ
リ
ア
で
は
、
一
一
世
紀
末
か
ら
一
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て

コ
ン
ソ
レ
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
都
市
コ
ム
l
ネ
が
誕
生
す

る
。
そ
し
て
一
二
世
紀
に
は
、
い
た
る
所
に
都
市
最
高
の
役
人
で
あ
る
コ
ン
ソ
レ

（8
5

巳
8
1

全
市
民
の
一
般
集
会

2
2
ロ
2
F

g
g
g
o
g

ロ
s
a
g
P
8
5
由
。
・M
gュ
P
E
S
S
E

－
そ
し
て
評
議
会
（
8
5
E
C
E

）
か
ら
な
る
、

議
機
関
が
そ
の
姿
を
現
わ
す
。

コ
ン
ソ
レ
体
制
の
コ
ム
l
ネ
に
特
徴
的
な
合

複
数
か
ら
な
る
都
市
最
高
の
役
人
コ
ン
ソ
レ
は
、

一
般
集
会
、
評
議
会
の
召
集
を
行
な
い
、
そ
の
司
会
を
し
、
さ
ら
に
自
己
の
提
案

の
下
で
一
般
集
会
で
承
認
さ
れ
た
条
例
の
公
布
等
の
執
行
業
務
を
行
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

に
よ
る
多
数
決
で
物
事
を
決
定
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

コ
ン
ソ
レ
が
、

一
二
世
紀
以
来
、
合
議

一
一
四
三
年
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
コ
ン
ソ
レ
は
、
「
コ
ン
ソ
レ
職
に
関

す
る
事
項
に
つ
い
て
、
我
々
の
間
で
な
に
か
意
見
の
不
一
致
が
生
じ
た
と
き
は
」
「
我
々
の
多
数
が
そ
こ
で
確
認
し
た
い
か
な
る
事
項

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
承
認
す
る
」
が
、
賛
否
同
数
に
意
見
が
分
か
れ
た
と
き
に
は
、

を
依
頼
す
る
、
と
宣
言
し
て
い
る
。

コ
ン
ソ
レ
以
外
の
一
人
の
仲
裁
人
に
そ
の
解
決

都
市
の
基
本
的
な
決
議
機
関
で
あ
る
一
般
集
会
は
、
布
告
役
人
の
鐘
、
ら
っ
ぽ
、
ま
た
は
そ
の
叫
び
の
声
を
合
図
に
、
教
会
の
前
の

広
場
、
と
き
に
は
教
会
内
で
行
な
わ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
戦
争
の
宣
言
と
講
和
、
課
税
、
都
市
条
例
の
制
定
、
評
議
員
の
選
挙
と
い
っ

た
重
要
な
問
題
が
決
定
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、

ま
ず
コ
ン
ソ
レ
に
よ
る
提
案
が
な
さ
れ
て
、

つ
ぎ
に
、
そ
れ
に
た
い
す
る
賛
否
の
意
見



が
述
べ
ら
れ
、
そ
し
て
最
後
に
賛
否
の
意
思
表
示
が
「
喝
采
に
よ
っ
て
（
包
4
2
0
5
）
」
行
な
わ
れ
る
集
会
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
方

<4v

法
を
知
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
一
六
二
年
の
ピ
サ
の
コ
ン
ソ
レ
の
誓
約
で
は
、
「
む
ろ
ん
我
々
コ
ン
ソ
レ
は
、
公
開
の
一
般
集
会
に

(5v 

お
い
て
ピ
サ
全
市
民
か
ら
、
由
主
皆
仔
（
「
な
さ
れ
よ
、
な
さ
れ
よ
」
）
の
喝
采
で
承
認
さ
れ
た
我
々
の
正
当
な
権
限
に
も
と
づ
き
」
決
定
す

二
二
六
年
の
ロ
I

デ
ィ
の
条
例
は
、
「
ロl
デ
ィ
市
は
、
公
開
の
一
般
集
会
に
お
い
て
、

m
o
E仲
雪
印
巴

(6V 

の
喝
采
で
、
こ
の
条
例
お
よ
び
命
令
を
作
成
し
た
」
と
記
し
た
。

<7
)

m
E
E
P
E
P
O
S－
9
0
0
け
等
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
。

る
‘
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
承
認
を
与
え
る
喝
采
と
し
て
、i
J
B酔
4
寄
与
－
E
m
r

一
三
世
紀
の
法
学
者
ボ
ン
コ
ン
パ
l

グ
ヌ
ス
（
一
二
三
五
年
没
）
も
ま
た
、

般

集
会
で
は
「
す
べ
て
の
人
々
、
そ
し
て
個
々
の
人
々
が
騒
々
し
い
叫
び
芦
を
あ
げ
、
肩
衣
を
揚
げ
て
そ
れ
を
後
に
向
け
、
そ
し
て
出
尽

よ
り
声
高
に
喝
采
す
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

片
山
主
と
、

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

一
般
集
会
は
、
形
式
的
に
は
、
誰
も
が
賛
成
を
唱
え
る
（
i
g
s
g

）
集
会
に
み
え
る
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

し
か
し
そ

れ
は
、
実
質
的
に
み
れ
ば
、
誰
も
反
対
を
唱
え
な
い
（
ロ
g
z
o
g

己
E
品
目
。gg

）
集
会
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
般
集
会
は
、
一
面
で

は
同
意
を
与
え
る
集
会
で
あ
り
、
他
面
で
は
異
議
を
唱
え
な
い
集
会
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
二
つ
の
顔
を
も
っ
。
喝
采
に
よ
る
集
会

で
は
、
異
議
を
唱
え
る
勇
気
の
な
い
少
数
者
は
沈
黙
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
当
然
に
多
数
者
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
し
ま

い
、
そ
の
結
果
、
全
会
一
致
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

＝
二

O
年
の
ア
ッ
シ
ジ
の
一
史
料
が
、
「
公
開
の
一
般
集

会
に
お
い
て
こ
の
す
べ
て
は
公
表
さ
れ
、
そ
し
て
す
べ
て
の
者
の
賛
同
を
得
た
。
な
ぜ
な
ら
、

<m
>

か
ら
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
意
味
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
。

い
か
な
る
者
も
反
対
を
唱
え
な
か
っ
た

全
市
民
の
一
般
集
会
で
の
決
議
は
、
全
会
一
致
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
多
数
決
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

お
そ
ら
く
全
会
一
致
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
て
明
確
に
語
る
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
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決
議
が
喝
采
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
全
市
民
の
一
般
集
会
は
、
討
議
や
反
対
意
見
の
陳
述
に
不
向
き
で
あ
り
、
現
実
に
、
喧
喋
の
た



例
は
、

め
、
た
び
た
び
い
か
な
る
決
定
を
も
な
し
得
な
い
と
い
う
事
態
に
陥
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
モ
ロ
ヴ
ァ
レ
の
条

〈
ロ
）

「
群
衆
の
い
る
と
こ
ろ
大
混
乱
あ
り
」
と
の
警
告
を
忘
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
一
般

一
五
七
O
年
に
な
っ
て
も
な
お
、

316 

集
会
に
は
、
政
治
的
に
重
要
な
役
割
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

か
く
し
て
そ
れ
は
、
少
数
の
上
級
支
配
層
の
構
成
す
る
評
議
会

へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
小
都
市
で
は
、
一
三
世
紀
中
頃
以
降
に
も
、
ま
だ
一
般
集
会
が
聞
か
れ
て
い
た
が
、
大
都
市
で
は
、

一
三
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
め
の
シ
ニ
ョ
リ
！
ア
体
制
の
下
で
、
喝

《
刊
ぬ
）

采
に
よ
る
全
会
一
致
の
一
般
集
会
が
蘇
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
た
ん
に
シ
ユ
ョ
リ
l
ア
の
事
実
上
の
権
力
に
、
形

そ
の
か
な
り
前
か
ら
、
一
般
集
会
の
役
割
は
失
わ
れ
て
い
た
。

式
的
な
法
的
正
当
性
を
付
与
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、
既
成
の
事
実
を
承
認
す
る
だ
け
の
形
骸

化
さ
れ
た
集
会
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（F
o
Eロ
g
s
a
s
g

）
」
で
構
成
さ
れ
、
秘
密
の
遵
守
を
義
務
づ
け
ら
れ

る
小
評
議
会
〈
秘
密
評
議
会
）
の
協
力
の
下
に
支
配
を
行
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
二
世
紀
中
頃
に
は
市
民
に
市
政
へ
の
一
層
の
参
加
を

コ

γ
ソ
レ
は
、
早
く
か
ら
、
少
数
の
「
信
頼
に
足
る
人
々

求
め
て
、
さ
ら
に
多
数
で
構
成
さ
れ
る
大
評
議
会
（
一
般
評
議
会
、
鐘
の
評
議
会
）
も
設
け
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
評
議
会
は
、
都

市
が
コ
ン
ソ
レ
体
制
か
ら
ポ
デ
ス
タ
体
制
に
移
行
し
て
か
ら
も
維
持
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

（
おV

物
事
は
決
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
評
議
員
聞
の
多
数
決
で
、

と
こ
ろ
で
決
定
手
続
の
方
式
は
、
一
二
世
紀
と
一
三
世
紀
の
聞
に
、
喝
采
に
よ
る
方
式
か
ら
、
し
だ
い
に
多
数
と
少
数
の
区
別
を
明

確
に
す
る
方
式
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
。

原
初
的
な
喝
采
に
よ
る
決
定
方
式
に
歴
史
的
に
も
っ
と
も
近
い
も
の
は
、
「
分
列
に
よ
る
（
宮
吋
B
m
g
m
a
Z
5
5）
」
方
式
で
あ
る
。
ヲ・

、ー

れ
は
、
喝
采
に
よ
る
集
会
で
、
議
長
は
、
そ
の
提
案
に
た
い
し
て
同
意
し
て
い
る
か
否
か
を
聞
き
分
け
ら
れ
な
い
と
き
、
人
々
に
賛
成

と
反
対
の
二
手
に
分
か
れ
る
よ
う
に
命
じ
て
、
賛
否
を
見
分
け
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
分
列
方
式
は
、
大
評
議
会
に
そ
の
例
が
み
ら
れ



《
押M
V

る
が
、
と
れ
は
、
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
．

さ
ら
に
、
分
列
方
式
に
類
似
し
た
「
起
立
に
よ
る
（
包
思
含
昆

5
0
H
H
O
S
E
S

）
」
方
式
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
反
対
者
と
賛
成
者
を

交
互
に
立
ち
上
が
ら
せ
て
、
そ
の
賛
否
を
見
分
け
る
方
式
で
あ
る
が
、
そ
の
方
式
の
簡
便
さ
の
た
め
、
す
ぐ
に
、
そ
の
性
質
上
秘
密
が

要
求
さ
れ
る
問
題
を
除
き
、
評
議
会
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
つ
い
て
の
決
定
手
続
方
式
と
な
っ
た
。
起
立
方
式
で
は
、
着
席
が
賛

成
で
、
起
立
が
反
対
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
後
者
に
よ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
ま
ず
反
対
者
が
起
立
し
、
賛
成
者
は
着

席
の
ま
ま
で
お
り
、

し
か
も
こ
の
場
合
、
そ
の
逆
は
当
然
に
つ
ね
に
行
な
わ
れ
な
け
ば
な
ら
な
い
も
の
と

つ
ぎ
に
そ
の
逆
を
行
な
う
。

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
結
局
、
着
席
者
は
同
意
を
与
え
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
概
観
し
た
集
会
の
三
つ
の
決
定
手
続
方
式
は
、
原
初
的
な
集
会
の
機
能
を
知
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
初
期
の
集

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

会
で
は
、
議
長
の
提
案
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

一
般
集
会
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
喝
采
に
よ

っ
て
同
意
を
与
え
る
集
会
で
あ
っ
て
、
異
議
を
唱
え
る
集
会
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。

一
般
集
会
に
お
い
て
は
、
「
な
さ
れ
よ
、
な
さ
れ
よ
」

と
い
う
同
意
を
表
わ
す
叫
び
の
言
葉
し
か
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
反
対
を
表
わ
す
言
葉
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
反
対
の
言
葉

は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
の
投
槍
集
会
で
も
、
同
意
を
表
わ
す
武
器
を
打
ち
鳴
ら
す
音
は
、

（
初
〉

不
同
意
を
表
わ
す
ざ
わ
め
き
の
戸
よ
り
も
う
る
さ
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
意
が
原
則
で
あ
っ
て
、
反
対
は
例
外
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
評
議
会
の
決
定
方
式
に
も
妥
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
起
立
方
式
で
は
、
同
意
者
に
は
着
席
の

ま
ま
と
い
う
受
動
的
で
消
極
的
な
行
為
が
、
逆
に
、
反
対
者
に
は
起
立
と
い
う
能
動
的
で
積
極
的
な
行
為
が
要
求
さ
れ
た
か
ら
、
こ
れ

は
、
同
意
者
に
は
有
利
で
、
反
対
者
に
は
不
利
な
意
思
表
示
の
方
法
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
方
式
で
は
、
賛
否
の
意
思
を
決
し
か
ね

て
い
る
者
や
怠
惰
な
者
は
、
お
そ
ら
く
着
席
の
ま
ま
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
同
意
者
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
議
長
の
提
案
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に
同
意
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
分
列
方
式
の
場
合
も
、
意
思
を
決
し
か
ね
て
い
る
者
は
、
お
そ
ら
く
心
理
的
な
要
因
か
ら
同
意



者
の
側
へ
と
流
れ
こ
む
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
同
意
す
る
集
会
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
記
の
三
つ
の
方

318 

式
は
、
と
り
わ
け
中
世
イ
タ
リ
ア
社
会
に
吹
き
荒
れ
た
都
市
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
の
党
派
争
い
と
微
妙
に
絡
み
合
い
な
が
ら
、
機
能
し

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

<nv

一
三
三
四
年
の
イ
ヴ
レ
ア
の
条
例
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
「
目
で
見
分
け
る
（
包
i
m
g
g
）
」
方

(nv 

式
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
二
二
七
年
の
プ
レ
シ
ア
の
条
例
が
定
め
る
二
言
一
言
（
。

g

包
句
。
）
」
票
を
集
め
て
決
定
す
る
、
「
投
票
に

上
記
の
分
列
方
式
と
起
立
方
式
は
、

よ
る
（
宮
『
m
q
昼
昆

g

）
」
方
式
も
採
用
さ
れ
る
に
い
た
る
。
こ
れ
は
、
各
人
が
一
人
一
人
、
口
頭
で
賛
否
の
意
思
表
示
を
集
票
人
（
聖

式
が
正
式
に
承
認
さ
れ
た
の
は
、

そ
れ
を
集
票
人
が
記
録
し
て
票
決
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。

〈
お
）

一
一
二
五
年
の
第
四
回
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
す
で
に
一
二

〈
削C

世
紀
初
め
以
来
、
慣
行
化
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
で
も
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
た
い
し
て
行
な
い
、

こ
の
よ
う
な
投
票
方

職
者
が
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
）

に
、
投
票
の
秘
密
を
絶
対
的
に
保
障
す
る
た
め
に
、
小
評
議
会
で
は
通
常
、
投
票
者
が
数
え
玉
等
を
袋
の
な
か
に
入
れ
る
と
い
っ
た
、

〈
お
）

無
記
名
の
秘
密
投
票
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
都
市
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
喝
采
や
起
立
の
方
式
よ
り
も
、
秘
密
投
票

方
式
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
評
議
会
に
お
い
て
は
、
通
常
、
三
分
の
こ
の
定
足
数
が
定
め
ら
れ
、
決
議
は
、

一
般
の
事
項
に
つ

い
て
は
出
席
者
の
単
純
過
半
数
で
、
条
例
の
制
定
・
改
廃
、
課
税
等
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
は
、
通
常
は
三
分
の
こ
で
あ
る
が
、

一
五
年
の
レ
ッ
ジ
ョ
の
条
例
の
よ
う
に
、
永
久
追
放
を
解
除
す
る
た
め
に
は
、

《
お
）

く
べ
き
規
定
を
お
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

一
O
O
O
分
の
九
九
九
の
多
数
決
に
よ
る
と
い
っ
た
驚

中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
に
お
い
て
は
、

一
二
世
紀
末
頃
か
ら
、
コ
ン
ソ
レ
職
を
め
ぐ
っ
て
都
市
内
部
で
不
和
と
陰
謀
が
生
じ
、
そ
の

解
決
の
た
め
に
、

コ
ン
ソ
レ
職
に
か
え
て
、
都
市
外
か
ら
招
か
れ
る
政
治
的
に
中
立
な
人
、
ポ
デ
ス
タ
に
都
市
支
配
権
を
委
ね
る
ポ
デ

ス
タ
制
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
時
に
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社
会
を
嵐
の
よ
う
に
吹
き
荒
れ
た
都
市
支
配
を
め
ぐ
る
激
し
い



党
派
争
い
の
な
か
で
、
諸
朋
党
の
者
た
ち
が
、
自
己
の
党
派
か
ら
当
選
者
を
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
都
市
の
政
治
を
牛
耳
る
こ
と
を
阻

止
す
る
た
め
に
、
そ
の
頃
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
は
、
間
接
選
挙
と
か
抽
銭
と
か
い
っ
た
選
挙
改
革
の
狂
乱
の
渦
に
ま
き
こ
ま
れ
て

（mむ
い
く
。
た
と
え
ば
、
ポ
デ
ス
タ
は
通
常
、
大
評
議
会
に
お
い
て
、
そ
の
構
成
員
の
な
か
か
ら
抽
畿
で
選
ば
れ
た
選
挙
人
に
よ
っ
て
選
出

さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
選
挙
手
続
が
、
い
か
に
公
平
に
み
え
て
い
て
も
、
結
果
的
に
は
、
都
市
は
、
そ
れ
を
支
配
す
る
党
派
の

思
う
が
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
多
数
者
の
意
思
が
、
そ
れ
を
「
健
全
（

g
E
S

）
」
と
認
め
な
い
上
位
者
の
判
断
に
よ
り
無
効
に
帰
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
上

《
お
）

級
権
威
に
た
い
す
る
い
か
な
る
拘
束
力
も
有
し
な
か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
会
、
さ
ら
に
は
、
「
少
数
者
は
多
数
者
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

と
い
う
形
で
、
多
数
者
の
意
思
に
服
す
る
義
務
が
少
数
者
に
課
せ
ら
れ
た
中
世
ゲ
ル
マ
ン
社
会
と
異
な
り
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社

<muv

一
二
五
五
年
の
パ
ル
マ
の
条
例
が
「
ポ
デ
ス
タ
は
多
数
部
分
が
欲
し
た
と
こ
ろ
に
従
〔
う
〕
：
：
：
義
務
を
負
う
」
と
規
定
す

会
で
は
、

る
よ
う
に
、
多
教
者
の
意
思
に
服
す
る
義
務
は
、
少
数
者
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
コ
ン
ソ
レ
、
ポ
デ
ス
タ
と
い
っ
た
都
市
の
役
人
、
す

〈
初
）

な
わ
ち
政
府
に
課
せ
ら
れ
た
。

コ
ン
ソ
レ
が
そ
の
就
任
の
際
に
、
都
市
に
た
い
し
て
、
多
数
者
の
意
思
に
従
っ
て
職
務
を
行
な
う
こ
と

を
誓
約
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

一
一
五
七
年
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
コ
ン
パ
1

ニ
ア
誓
約
書
に
、
「
〔
コ
ン

一
致
を
み
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、

コ
ン
ソ
レ
の
多
数
が
、
人
数
に
お
い
て
、
評
議
員
の
多
数
と
意
見
の

い
か
な
る
企
み
を
も
い
た
し
ま
せ
ん
」
と
の
コ
ン
ソ
レ
の
誓
約
が
あ
る
。
さ
ら
に
ヴ
ォ
ル
テ
ル
ラ
の

ソ
レ
で
あ
る
〕
私
は
、
こ
の
コ
ン
パ
l
ニ
ア
全
体
に
た
い
し
て
、

コ
ン
ソ
レ
た
ち
は
、

一
三
世
紀
初
期
ま
で
に
、
戦
争
と
講
和
な
ら
び
に
同
盟
締
結
と
課
税
の
問
題
に
つ
い
て
、
評
議
会
の
多
数
意
見
に

従
う
義
務
を
負
う
誓
約
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
し
、
と
れ
以
前
に
、
ピ
サ
の
コ
ン
ソ
レ
た
ち
は
、
「
戦
争
と
講
和
」
の
問
題
で
、

同
様
の
制
限
を
受
け
て
い
た
。
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ゲ
ル
マ
ン
の
社
会
で
は
、
少
数
者
は
多
数
者
の
意
思
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
少
数
者
の
意
思
は
無
効
に
な
る
と
い



う
よ
う
に
、
多
数
決
が
概
し
て
消
極
的
な
い
し
は
間
接
的
な
形
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
で

（
お
）

は
、
多
数
を
全
体
と
み
な
す
古
代
ロ
l
マ
法
の
「
法
の
擬
制
」
に
似
て
、
少
数
者
に
は
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
か
の
ご
と
く
、
ま
っ
た

320 

く
無
関
心
で
あ
り
、
多
数
者
が
決
定
を
な
し
、
そ
の
結
果
、
多
数
者
の
欲
す
る
こ
と
が
有
効
と
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
多
数
決
を
積
極

(uv 

的
な
い
し
は
直
接
的
な
形
で
表
現
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
多
数
決
は
、
中
世
ゲ
ル
マ
ン
の
史
料
で
は
少
数
者
に
向
け
ら
れ
る
が
、

中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
の
条
例
で
は
都
市
の
統
治
者
に
向
け
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
の
意
思
の
遵
守
と
そ
の
実
現
を
は
か
ら
せ
よ
う

（
お
）

と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
両
者
の
名
宛
人
の
違
い
は
、
そ
の
各
々
の
社
会
構
造
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゲ
ル
マ
ン
社

会
で
は
、
多
数
決
は
、
全
会
一
致
を
克
服
す
べ
く
、
そ
れ
に
代
っ
て
登
場
し
た
た
め
に
、
い
ま
だ
初
期
の
全
会
一
致
の
神
話
が
そ
こ
に

（
お
）

濃
く
影
を
落
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
少
数
者
は
多
数
者
の
意
思
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
命
ず
る
法
の
力
を
借
り
る
こ
と
な

く
し
て
、
そ
れ
は
機
能
し
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社
会
で
は
、
多
数
決
は
、
必
ず
し
も
全
会
一

致
を
克
服
す
べ
く
、
そ
れ
に
代
っ
て
登
場
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
に
、
多
数
者
の
意
思
に
従
う
こ
と
を
少
数
者
に
義
務
づ
け

る
法
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
な
く
、
妥
当
し
得
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
で
は
、
多
数

（
幻
）

決
は
、
都
市
の
統
治
機
関
が
出
現
す
る
の
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
、
単
純
で
自
然
な
決
定
方
式
と
し
て
誕
生
す
る
。
初
期
に
お
い
て
、
都

市
の
一
般
集
会
で
は
、
喝
采
に
よ
っ
て
決
議
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
全
会
一
致
が
行
な
わ
れ

て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
し
か
し
、
全
会
一
致
に
つ
い
て
明
確
に
語
る
史
料
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

か
り
に
全
会
一
致
が
行
な
わ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、
少
数
者
は
多
数
者
の
意
思
に
従
う
義
務
を
負
う
、
と
明
確
に
定
め
る
条
例
も
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
判
断
す
る

と
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社
会
は
、
中
世
ゲ
ル
マ
γ
社
会
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
根
強
い
全
会
一
致
の
思
想
を
そ
の
根
底
に
有
し

て
い
な
か
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

中
世
ゲ
ル
マ
ン
社
会
に
お
い
て
は
、
多
数
決
は
共
同
体
内
で
の
、

一
方
の
構
成
員
の
他
の
構
成
員
に
た
い
す
る
優
越
と
い
う
、
従
来
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中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
多
数
決
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
人
の
反
対
だ
け
で
、
そ
の
集
団
の
意
思
決
定
が
妨
げ

ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
か
ら
生
ず
る
重
大
な
結
果
を
、
な
ん
と
か
回
避
し
よ
う
と
す
る
実
際
的
な
必
要
性
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
し

ゲ
ル
マ
ン
社
会
で
、
多
数
決
が
全
会
一
致
に
代
っ
て
採
用
さ
れ
た
理
由
は
、

て
、
キ
リ
ス
ト
教
会
が
優
秀
決
に
代
え
て
多
数
決
を
採
用
す
る
の
は
、

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

一
三
世
紀
中
頃
の
教
会
法
学
者
シ
ニ
バ
ル
ド
ゥ
ス
・
フ
リ
ス
グ

(2
) 

ス
（
後
の
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
）
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
「
多
数
者
に
よ
っ
て
こ
そ
、
よ
り
よ
く
真
理
は
探
究
さ
れ
得
る
」
、

す
な
わ
ち
、
多
数
の
な
か
に
こ
そ
健
全
さ
が
宿
る
、
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
教
会
法
学
者
は
、
「
多
数
の
な
し

た
こ
と
は
全
体
が
な
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」
と
い
う
法
の
擬
制
を
用
い
て
、
多
数
者
の
意
思
を
た
だ
ち
に
全
体
の
意
思
と
み
な
し

た
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
少
数
者
側
は
単
な
る
個
人
の
集
ま
り
に
す
ぎ
な
い
が
、
多
数
者
側
は
、
規
定
通
り
の
方
式
に
従
っ
て
集
ま

っ
た
集
会
の
場
合
と
同
様
に
、
法
人
を
代
表
す
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
の
法
の
擬
制
の
正
当
性
を
、
心
理
的
に
裏
付
け
た
も
の

が
、
多
数
者
は
少
数
者
に
比
較
し
て
、
量
的
の
み
な
ら
ず
質
的
に
も
優
れ
て
い
る
と
い
う
、
シ
ニ
バ
ル
ド
ゥ
ス
の
言
葉
な
の
で
あ
る
。

こ
の
シ
ニ
、
ハ
ル
ド
ゥ
ス
の
言
葉
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
思
想
家
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
再
生
を
思
わ
せ
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
多
数
決
原
理
の
正
当
性
の
根
拠
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
貴

族
制
、
寡
頭
制
、
民
主
制
と
い
う
三
つ
の
国
制
に
つ
い
て
論
じ
、
「
国
民
権
に
与
か
る
人
々
の
う
ち
多
数
の
部
分
に
よ
っ
て
議
決
さ
れ

323 

た
こ
と
が
な
ん
に
よ
ら
ず
至
高
な
も
の
で
あ
る
か
ら
ヘ
こ
れ
ら
の
国
制
の
す
べ
て
に
お
い
て
、
多
数
決
が
共
通
に
用
い
ら
れ
る
が
、



そ
れ
は
、
民
主
制
に
お
い
て
も
っ
と
特
徴
的
で
あ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
民
主
制
の
基
礎
は
、
国
民
が
そ
れ
ぞ
れ
平
等
で
あ
っ
て
、

324 

国
民
は
貧
者
も
富
者
も
す
べ
て
、
等
し
く
国
制
に
参
加
す
る
自
由
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
、
す
な
わ
ち
本
質
的
に
平
等
な
自
由
の
概
念

に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
民
主
制
に
お
け
る
正
し
い
決
定
方
式
は

「
人
の
値
打
」
に
よ
る
の
で
は
な
く
「
人
の
数
」
に
よ
る
多
数
決
以

外
に
は
あ
り
得
ず
、
し
た
が
っ
て
民
主
制
に
お
い
て
は
、
多
数
者
で
あ
る
貧
乏
な
人
々
が
少
数
者
で
あ
る
富
裕
な
人
々
よ
り
も
有
力
で

あ
る
と
い
う
。
で
は
、
多
数
決
の
正
当
性
を
心
理
的
倫
理
的
に
裏
付
け
る
も
の
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か

c

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
こ
の
間

題
に
た
い
し
て
、
多
数
者
と
少
数
者
と
で
は
、

い
ず
れ
の
側
が
優
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
答
え
よ
う
と
す
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
に
よ
れ
ば
、
「
多
数
は

一
人
一
人
を
み
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
人
間
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
一
緒
に
寄
り
集
ま
れ
ば
、

人

人
と
し
て
で
は
な
く
、
寄
り
集
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
〔
非
常
に
優
れ
て
い
る
が
少
数
で
あ
る
〕
あ
の
者
た
ち
よ
り
優
れ
た
者
で
も

あ
り
得
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
多
数
で
あ
る
彼
ら
の
一
人
一
人
は
そ
れ
ぞ
れ
徳
や
思
慮
の
あ
る
部
分
を
有
し
て
い
る
が
、
彼
ら
が
寄
り

集
ま
る
と
、

ち
ょ
う
ど
そ
の
大
衆
が
た
く
さ
ん
の
足
や
手
や
多
く
の
感
覚
を
持
っ
た
た
だ
一
人
の
人
間
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
徳
や
思

慮
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
一
人
一
人
の
人
聞
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
そ
の
性
格
や
思
惟
に
関
し
て
も
そ
の
よ
う
な
一
人
の
人
間
に
な

る
か
ら
だ
。
そ
れ
故
に
こ
そ
．
多
数
者
の
方
が
音
楽
の
作
品
で
も
詩
人
の
作
品
で
も
よ
り
よ
く
判
断
す
る
の
だ
。
と
い
う
の
は
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
人
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
部
分
を
判
断
し
、
か
く
て
全
体
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
」
。

さ
ら
に
そ
の
う
え
、
「
多
数
は

一
層
腐
敗
し
難
い
も
の
で
あ
る
、
！
l

ち
ょ
う
ど
多
量
の
水
の
〔
少
量
の
水
に
た
い
す
る
〕
よ
う
に
、
大
衆
も
少
数
者
よ
り
は
腐
敗
し
、

難
い
も
の
で
あ
る
」
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
多
数
者
た
る
民
衆
は
、
少
数
者
よ
り
も
善
良
に
し
て
賢
明
で
あ
り
、
か
つ
腐
敗
し
に
く
い

が
ゆ
え
に
、
優
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
、
多
数
決
の
正
当
性
の
根
拠
を
見
い
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
の
思
想
と
シ
ニ
パ
ル
ド
ゥ
ス
の
思
想
と
の
聞
に
は
、
驚
く
ほ
ど
類
似
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
で
多
数
決
を
採
用
し
た
理
由
は
な
に
か
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、一
三
二
六
年
の
ヴ
ェ
ネ
ト



の
一
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
評
議
会
に
お
い
て
は
多
数
決
に
よ
る
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
「
多
数
に
お
い
て
よ
り
よ
く
判
断

さ
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
趣
旨
の
規
定
は
す
で
に
一
一
七O
l
一
一
七
一
年
の
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の
コ

ン
ソ
レ
の
誓
約
書
に
も
み
ら
れ
、
そ
こ
で
は
、
市
民
集
会
に
お
け
る
「
人
民
の
多
数
に
よ
っ
て
よ
り
よ
く
認
識
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
」
と

述
べ
て
い
る
。
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
条
例
の
規
定
も
ま
た
、
中
世
の
教
会
法
学
者
シ
ニ
パ
ル
ド
ゥ
ス
、
さ
ら
に
は
ギ
リ
シ
ア
の
思
想

〈
ロ
）

家
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
思
想
と
の
一
致
を
み
せ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
社
会
で
は
、

一
二
世
紀
後
半
に
は
す
で
に
早
く
も
、
そ
の
採
用
し
た
多
数
決
の
正
当
性
を
、
倫
理
的
に
多

数
者
の
英
知
に
基
礎
づ
け
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
で
は
、
そ
の
統
治
機
関
が
出
現

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）

す
る
の
と
同
時
に
多
数
決
が
行
な
わ
れ
た
。

一
般
集
会
に
お
い
て
は
全
会
一
致
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
と
並
行
的
に
、

コ
ン
ソ
レ
の
間
で
も
評
議
会
に
お
い
て
も
、
多
数
決
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
決
定
方
式
の
「
全
会
一
致
か
ら

多
数
決
へ
」
と
い
う
命
題
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
妥
当
し
え
な
い
。
そ
し
て
第
二
に
、
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市

の
採
用
し
た
多
数
決
の
正
当
性
を
、
心
理
的
に
理
由
づ
け
た
も
の
は
、
多
数
者
の
な
か
に
こ
そ
真
理
は
宿
る
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
者
の
多
数
決
理
論
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
制
約
上
、
す
べ
て
割
愛
し
た
。
た
だ
本
稿
と
の
関
連
で

結
論
的
に
い
え
ば
、
教
会
法
学
者
と
同
様
、
中
世
の
ロ

l

マ
法
学
者
も
法
人
理
論
と
の
密
接
な
関
連
の
な
か
で
多
数
決
を
考
え
、
多
数

者
の
意
思
は
全
体
の
意
思
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
法
の
擬
制
を
用
い
て
、
多
数
決
を
法
的
に
基
礎
づ
け
た
が
、
そ
の
法
の
擬
制
の
正
当

性
を
心
理
的
に
裏
付
け
た
も
の
は
、
中
世
イ
タ
リ
ア
法
学
の
巨
星
バ
ル
ト
ル
ス
・
デ
・
サ
ッ
ソ
フ
エ
ラ
l
ト
（
一
三
五
七
年
没
）
も
語
る
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よ
う
に

一
人
に
お
い
て
よ
り
も
多
数
者
に
お
い
て
こ
そ
、
物
事
を
よ
り
鋭
敏
に
見
分
け
る
理
性
が
宿
る
と
い
う
思
想
で
あ
っ
た
。
こ
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（9
）
何
回
国
旦
・
回
H
Vユ
ロ
ロ
ぽ
目
。
・
a
F
0
・
H
∞
・
し
か
し
、
プ
ラ
ト
ン
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
と
は
反
対
に
、
民
衆
に
た
い
し
て
は
悲
観
的
で
あ
っ
て
、
多
数
決
を
伴
う
民
主

制
を
不
治
の
病
弊
と
み
、
多
数
者
た
る
民
衆
に
は
公
平
に
判
断
す
る
能
力
が
欠
け
て
い
る
と
し
て
、
少
数
者
た
る
賢
者
に
の
み
、
国
を
統
治
す
る
能
力
を
認
め
よ
う
と

し
た
。
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
は
、
「
た
だ
一
人
で
も
、
正
不
正
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
、
そ
の
人
が
な
ん
と
言
う
か
、
ま
た
真
理
そ
の
も
の
が
何
と
言
う
か
と
い

う
こ
と
の
方
が
、
大
切
な
の
だ
」
（
プ
ラ
ト
ン
（
田
中
美
知
太
郎
訳
）
『
ク
リ
ト
ン
』
（
岩
波
書
店
（
プ
ラ
ト
ン
全
集

I

）
・
一
九
七
五
年
・
四
七
｜
四
八
頁
、
二
ニOー

二
一
三
頁
）
．

（
叩
）
何
回B
E

－
F
m
w
E
m
Z
ロ
0
・
白
山
了
目
）
・
M
m
m－

（
日
）
m
o
H
g
r
o
u

・
巳
f
H
Y
S
一
。
時
－C
F
H
m
叫M
V
H
5・
。
匂
－o
F
・
。
・
m
M－
ロ
－
H
O∞
・

（
ロ
）
こ
の
一
一
一
者
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
の
は
、
何
回

B
E
－
F
P
E
E
S
タ

a
f
匂
・
M
m切
で
あ
る
。

中世イタリアの都市社会における決定方式（森）
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